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資料１



ご報告項目

1. 産業保健における健康づくりの取り組み状況

① 内容

② 課題

2. アプローチしやすい対象と、しにくい対象

3. 職域側から地域側に提供できること



１．産業保健における健康づくりの取り組み状況

内容
企業規模、業種、文化、経営状況、協業者(健保等)
により多種多様
↓

(おそらくの) 共通点
「職場」における健康づくりの目的に合致したもの
↓

目的とは？
・法令遵守
・リスクマネジメント (疾病予防・労災対策)
・健康増進 (雇用維持力・採用力の確保)
・生産性や創造性の向上

(プレゼンティズム対策、自己効力感↑)
・就業人口層の高齢化対策

(健康度：平均レベル低下＋格差拡大)

評価・状況可視化のニーズ
例：健康経営銘柄

健康会計という発想

保険者との協働
例：コラボヘルス
↓
産業保健の目的達成に寄与
＋
医療費の削減



１－①．内容

目的
・法令遵守

・リスクマネジメント

・健康増進

・生産性や創造性の向上

・就業人口層の高齢化対策

具体的な内容
・健康診断
・ストレスチェック
・長時間労働者対策(健診)

(協働)・特定健康診査/特定保健指導
・がん検診

・生活習慣評価・改善プログラム
(食生活 / 運動習慣 / 睡眠週間の評価)

・受動喫煙防止対策

・プレゼンティズム評価
・コミュニケーション力向上の教育

・体力評価
・転倒災害防止対策



当社の例 －コンセプトー



当社の例 －PDCAー



当社の例 －DOの具体的表示ー



当社の施策例 ICT活用 “i2Healthcare”



当社の施策例 「受動喫煙ゼロ」講演会風景
→2020年～ 全社禁煙



当社の施策 例 転倒労災防止対策

社内報での告知

事業所での「安全安心体力テスト」実施風景



１ー②．課題

目的
・法令遵守

・リスクマネジメント

・健康増進

・生産性や創造性の向上

・就業人口層の高齢化対策

課題
・精度管理と費用対効果

・プロセス評価と改善が固定化しやすい

・短期的な効果確認がしにくい

・アウトカム指標が限定的

・推進担当者設定がしにくい

・社外との比較が極めて難しい

・強制力や実効性の担保が難しい



２ アプローチしやすい対象 しにくい対象

所属員

籍社員

被保険者

被扶養者

家族

グループ会社

協力・取引業者

業界・地域



３ 職域側から地域側に提供できること

提供しやすいもの

・ソフト

＊ポピュレーションアプローチ ツール

提供しにくいが

職域データと地域データ統合後に効果が高いもの

・ハード

＊ハイリスクアプローチのノウハウ

・マンパワー


